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パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
第
２

次
世
界
大
戦
で
負
傷
し
た
兵

士
た
ち
の
リ
ハ
ビ
リ
の
一
環

と
し
て
英
国
で
始
ま
っ
た
。

１
９
８
８
年
の
ソ
ウ
ル
か
ら

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
後
に
同
じ

場
所
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
そ
の
翌
年
に
設
立
さ

れ
た
国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
が
本
年
９
月
に
30
周

年
を
迎
え
た
。
今
日
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
比
肩
す
る
極
め
て
競
技

性
の
高
い
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大

会
へ
と
進
化
し
、
障
害
を
持

つ
ア
ス
リ
ー
ト
の
活
躍
が
連

日
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
せ
て
い

る
。

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
障
害

は
視
覚
障
害
や
知
的
障
害
か

ら
、
我
々
整
形
外
科
が
診
療

す
る
麻
痺
や
四
肢
の
変
形
・

欠
損
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、

そ
の
背
景
も
先
天
性
、
外
傷

（
戦
争
）、
疾
病
な
ど
様
々

で
あ
る
。
障
害
の
種
類
・
程

度
に
応
じ
た
細
か
な
ク
ラ
ス

分
け
に
よ
り
競
技
の
公
平
性

が
担
保
さ
れ
る
た
め
、
例
え

ば
陸
上
１
０
０
ｍ
走
で
は
、

16
に
分
け
ら
れ
た
ク
ラ
ス
ご

と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
金
銀
銅
メ

ダ
ル
が
授
与
さ
れ
る
。
見
方

を
変
え
れ
ば
、
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
「
障
害
な
し
」
ク
ラ

ス
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
の

だ
。

　

今
秋
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
に
日
本
中
が
熱
狂

し
た
。
日
本
代
表
の
活
躍
も

大
き
か
っ
た
が
、『
ワ
ン
チ

ー
ム
』、『
ノ
ー
サ
イ
ド
』
に

象
徴
さ
れ
る
ラ
グ
ビ
ー
の
精

神
、
そ
し
て
鍛
え
上
げ
ら
れ

た
身
体
が
躍
動
す
る
と
い

う
、
ス
ポ
ー
ツ
の
根
源
的
な

悦
び
に
多
く
の
人
が
魅
了
さ

れ
た
。
体
格
の
い
い
旅
行
者

が
自
国
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

着
て
街
中
を
闊
歩
し
、
子
ど

も
た
ち
は
公
園
で
ラ
グ
ビ
ー

を
し
て
遊
び
始
め
、
ラ
ガ
ー

シ
ャ
ツ
を
着
て
私
の
診
察
室

に
入
っ
て
き
た
患
者
さ
ん
も

少
な
く
な
か
っ
た
。
史
上
類

を
み
な
い
天
災
に
襲
わ
れ
た

秋
で
も
あ
っ
た
が
、
ス
ポ
ー

ツ
が
人
々
の
心
に
光
明
を
も

た
ら
し
た
。

　

時
代
は
令
和
と
な
り
、
い

よ
い
よ
来
年
は
東
京
で
初
の

夏
季
『
オ
リ
・
パ
ラ
』
が
開

催
さ
れ
る
。
障
害
の
有
無
に

関
係
な
く
、
世
界
中
か
ら
集

結
す
る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

の
躍
動
を
我
々
は
目
の
当
た

り
に
し
、
体
感
す
る
で
あ
ろ

う
。
彼
ら
の
活
躍
を
通
じ

て
、
障
害
を
持
つ
人
へ
の
理

解
が
広
が
る
だ
け
で
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
寛
容
で
明

る
い
社
会
に
近
づ
く
こ
と
を

願
う
。

（
中
山
ロ
バ
ー
ト　

整
80
回
）

リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
大
統
領
夫
人
が
来
塾

　新病院棟１号館の完成を記念して多大なご貢献を頂きました個
人・団体・法人を顕彰し、１階ホスピタルモールに銘板が2019年
３月に設置されました。募金活動は当初、慶應義塾創立150年記
念事業募金として2005年から５年間にわたる募金活動が行われま
したが、その後に2013年より医学部創立100年記念新病院棟建設
事業募金として改めて開始された経緯があります。150年記念事
業募金につきましては、すでに三田・日吉キャンパス内に銘板が
設置されております。しかし全募金期間を通して新病院棟建設に
対する多大なご貢献を賜りましたが、既に設置された信濃町の銘
板に掲出されておられない方々に対して、心からの感謝の意を表
し、三四会が新たな銘板を作成して信濃町（三四会内）に顕彰する
ことにいたしました。現在確認の作業のためのご案内をお送りし
ております。内容をご確認の上、ご返送をお願い申し上げます。

� 慶應義塾大学医学部三四会
� 新病院棟建設募金事務局　
� お問合せ先　TEL／FAX  03-3356-5568
� （電話受付：平日10:00～16:00）

三四会新病院棟建設協力者銘板のお知らせ

共
に
讃
え
ん
社
中
の
絆

―
２
０
１
９
慶
應
連
合
三
田
会
大
会
報
告
―深

川 

和
己（
68
回
）

三
四
会
理
事（
連
合
三
田
会
担
当
）

　

２
０
１
９
年
10
月
23
日
、

デ
ィ
ア
ナ 

リ
ト
ア
ニ
ア
大

統
領
夫
人
が
慶
應
義
塾
大
学

信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
塾

さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
慶
應
義
塾
大

学
病
院
１
号
館
６
階
で
小
児

科
の
高
橋
孝
雄
教
授
、
山
岸

敬
幸
教
授
よ
り
小
児
系
総
合

病
棟
の
概
要
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、　

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ
（Neonatal Intensive 

Care Unit: 

新
生
児
集
中
治

療
管
理
室
）
に
お
い
て
、
有

光
威
志
助
教
よ
り
当
院
で
２

６
８
グ
ラ
ム
・
妊
娠
24
週
で

出
生
し
た
超
低
出
生
体
重
児

の
男
児
に
対
す
る
治
療
管
理

の
説
明
や
、
大
き
な
合
併
症

も
な
く
元
気
に
退
院
し
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
訪
れ
た
小
児
病

棟
で
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
国

旗
を
手
作
り
し
て
出
迎
え
た

　

異
常
気
象
の
続
く
中
、
令

和
に
な
っ
て
初
め
て
の
全
国

支
部
長
会
が
11
月
２
日（
土
）

18
時
か
ら
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
本
館
43
階
で
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
27
名
の
支
部
長
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。
今

回
は
２
０
２
０
年
に
三
四
会

設
立
１
０
０
年
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
三
四
会
１
０
０
年

記
念
行
事
特
集
と
題
し
て
行

わ
れ
た
。

　

開
会
前
に
塾
歌
を
斉
唱
し

心
を
引
締
め
支
部
長
会
に
臨

ん
だ
。
司
会
は
支
部
担
当
理

事
の
堀
内
行
雄（
52
）が
務
め

た
。
挨
拶
や
報
告
な
ど
以
下

の
順
で
行
わ
れ
た
。
武
田
純

三
会
長（
52
）の
開
会
の
辞
と

挨
拶
で
開
会
し
た
。
挨
拶
の

中
で
、
三
四
会
の
歴
史
、
教

育
や
奨
学
金
の
現
状
の
話
、

一
年
間
の
活
動
報
告
と
支
部

長
へ
の
感
謝
を
述
べ
ら
れ

た
。
次
い
で
、
武
田
和
夫
山

形
県
支
部
長（
40
）に
、
支
部

長
代
表
挨
拶
を
し
て
い
た
だ

い
た
。
挨
拶
の
中
で
、
地
方

三
四
会
支
部
の
状
況
や
教
育

の
重
要
性
に
触
れ
ら
れ
た
。

天
谷
雅
行
医
学
部
長（
64
）

は
、
本
年
10
月
か
ら
2
期
目

に
な
り
、
竹
内
・
天
谷
・
北

川
体
制
で
今
ま
で
同
様
、
ワ

ン
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
し
て

い
く
こ
と
を
述
べ
ら
れ
、
参

加
さ
れ
た
支
部
長
に
新
病
院

棟
建
設
へ
の
協
力
の
感
謝
と

医
学
部
と
し
て
の
取
組
み
の

中
で
今
後
更
な
る
医
学
部
教

育
の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
、

地
方
出
身
者
の
入
学
減
少
防

止
の
た
め
に
も
奨
学
金
の
充

実
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強

調
さ
れ
た
。
陣
崎
雅
弘
副
病

院
長（
66
）は
、
働
き
や
す
く

な
っ
た
新
病
院
棟
の
現
状
、

北
川
タ
ス
ク
ホ
ー
ス
な
ど
を

説
明
し
感
謝
の
意
を
示
さ
れ

た
。
慶
應
義
塾
大
学
病
院
の

歴
史
と
病
院
１
０
０
周
年
の

話
を
さ
れ
、
２
０
１
８
年
10

月
に
Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
モ
デ

ル
病
院
に
選
定
さ
れ
た
こ
と

な
ど
を
説
明
さ
れ
た
。

　

三
四
会
は
２
０
２
０
年
に

設
立
１
０
０
年
を
迎
え
、
２

つ
の
行
事
が
予
定
さ
れ
、
１

つ
は
２
０
２
０
年
６
月
13
日

（
土
）三
四
会
評
議
員
会
後

に
、
三
四
会
単
独
で
行
う
も

の
で
、
２
つ
目
は
２
０
２
０

年
11
月
21
日（
土
）に
、
同
じ

く
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
慶

應
医
学
会
と
慶
應
義
塾
大
学

病
院
と
一
緒
に
合
同
記
念
式

典
を
開
催
す
る
。
前
者
に
つ

い
て
、
渡
辺
真
純
副
会
長

（
64
）か
ら
記
念
式
典
、
リ
ー

啓
子
副
会
長（
60
）か
ら
記
念

誌
作
成
、
古
梶
清
和
副
会
長

（
63
）か
ら
記
念
品
と
ロ
ゴ
作

成
に
つ
い
て
、
現
況
を
説
明

し
支
援
と
協
力
を
求
め
た
。

　

そ
の
後
、
例
年
の
如
く
１

年
間
の
三
四
会
の
活
動
報
告

と
来
年
度
の
活
動
計
画
の
説

明
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
ま

ず
、
末
岡
浩
理
事（
59
）が
三

四
会
員
か
ら
新
病
院
等
建
設

関
連
の
募
金
銘
板
の
経
緯
に

つ
い
て
報
告
し
、
近
藤
太
郎

理
事（
68
）は
、
三
四
会
員
で

医
師
会
役
員
を
さ
れ
て
い
る

先
生
方
と
の
座
談
会
を
企
画

し
、
現
在
連
載
中
で
あ
り
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
活
動

を
進
め
る
こ
と
を
報
告
し

た
。
次
に
、
渡
辺
副
会
長
か

ら
、
赤
倉
山
荘
の
昨
年
の
運

営
状
況
と
今
年
度
の
対
策
、

及
び
2
週
前
に
開
催
さ
れ
た

連
合
三
田
会
で
の
三
四
会
活

動
の
報
告
と
既
に
配
布
さ
れ

た
「
医
学
部
１
０
０
年
記
念

誌
」
の
三
四
会
の
医
学
部
へ

の
協
力
に
つ
い
て
も
報
告
が

あ
っ
た
。
最
後
に
、
宮
川
義

隆
理
事（
70
）か
ら
、
新
企
画

と
し
て
、
現
在
塾
外
で
活
躍

す
る
大
学
連
携
の
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
を
訪
ね
て
お
話
を
聞

き
、
本
誌
に
連
載
中
の
大
学

連
携
「
医
人
口
承
」
に
つ
い

て
報
告
し
た
。
最
後
に
リ
ー

副
会
長
の
閉
会
の
辞
で
支
部

長
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

そ
の
後
、
懇
親
会
場
に
移

動
し
懇
親
会
が
執
り
行
わ
れ

た
。
司
会
は
堀
内
が
務
め
、

武
田
会
長
の
感
謝
の
言
葉
で

懇
親
会
が
始
ま
っ
た
。
北
多

摩
南
支
部
山
本
光
興
支
部
長 

（
41
）の
挨
拶
と
乾
杯
の
音
頭

で
杯
を
交
わ
し
た
。そ
の
後
、

し
ば
し
の
歓
談
の
後
、
山
澤

文
裕
理
事（
60
）か
ら
、
三
四

会
員
の
産
業
医
活
動
を
推
進

す
る
た
め
活
動
中
の
産
業
医

委
員
会
の
昨
年
度
の
活
動
と

本
年
度
の
活
動
計
画
が
報
告

さ
れ
た
。
次
に
武
田
三
四
会

長
か
ら
、
三
四
会
の
歴
史
、

子
供
た
ち
や
医
療
ス
タ
ッ
フ

に
温
か
い
笑
顔
を
向
け
ら

れ
、
子
供
た
ち
と
の
交
流
を

喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
総
合
医
科
学
研

究
棟
へ
移
動
し
、
臨
床
遺
伝

学
セ
ン
タ
ー
の
小
崎
健
次
郎

教
授
よ
り
、
国
立
研
究
開
発

法
人
日
本
医
療
研
究
開
発
機

構
が
主
導
し
慶
應
義
塾
が
主

要
拠
点
で
あ
る
、
未
診
断
疾

患
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（
Ｉ
Ｒ
Ｕ

Ｄ
：Initiative on Rare and U

ndiagnosed 
Diseases

）
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
Ｉ
Ｒ
Ｕ
Ｄ
は
、
診
断
が

つ
か
な
い
患
者
さ
ん
の
遺
伝

子
を
幅
広
く
調
べ
、
そ
の
結

果
を
症
状
と
照
ら
し
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
診
断
の
確
定
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｒ
Ｕ

Ｄ
事
業
で
培
っ
た
技
術
を
も

と
に
、
臨
床
遺
伝
学
セ
ン
タ

ー
は 

31
名
の
診
断
不
明
の

リ
ト
ア
ニ
ア
人
患
者
さ
ん
の

１
０
０
年
記
念
事
業
の
こ
と

や
、
三
四
会
の
現
状
と
こ
れ

か
ら
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
三
四
会
会
館
の
構
想
な
ど

を
含
め
て
、
丁
寧
な
説
明
が

あ
っ
た
。
続
い
て
、
本
年
は

執
行
部
改
選
の
年
で
し
た
の

で
、
新
執
行
部
役
員
で
参
加

さ
れ
た
金
井
隆
典
医
学
部
長

補
佐（
67
）、
大
家
基
嗣
副
病

院
長（
66
）、
長
谷
川
泰
延
副

病
院
長 

（
63
）、福
永
興
壱
病

院
長
補
佐（
73
）の
各
先
生
に

ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
き
、
新

執
行
部
就
任
を
お
祝
い
し
た
。

　

そ
の
後
、歓
談
し
な
が
ら
、

例
年
の
如
く
各
支
部
長
か
ら

各
々
の
三
四
会
支
部
の
近
況

が
報
告
さ
れ
た
。
参
加
さ
れ

た
支
部
長
は
、
武
田
和
夫

（
40
）、
山
本
光
興（
41
）、
片

山
義
郎（
44
）、
岡
田
菊
三

（
46
）、
福
岡
利
之（
46
）、
鈴

木
彰（
51
）、多
田
紀
夫（
51
）、

日
原
弘（
51
）、宮
本
京（
51
）、

山
上
恵
一（
51
）、
飯
野
孝
一

（
52
）、
秋
田
博
信（
53
）、
家

田
和
夫（
53
）、稲
垣
稔（
53
）、

北
井
啓
勝（
53
）、
田
中
義

（
53
）、
増
田
純
一（
53
）、
磯

部
潔（
54
）、市
瀬
裕
一（
54
）、

長
浜
秀
策（
54
）、
長
倉
和
彦

（
55
）、
川
合
眞
一（
56
）、
髙

宮
眞
樹（
57
）、
西
村
正
智

（
63
）、
渡
辺
真
純（
64
）、
守

瀬
善
一（
66
）、
田
坂
定
智

（
69
）（
敬
称
略
）の
計
27
名
で

あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
恒
例
の
「
若
き

血
」
を
応
援
指
導
部
Ｏ
Ｂ
鈴

木
悠
史
君（
93
）の
指
揮
で
肩

を
組
み
な
が
ら
斉
唱
し
エ
ー

ル
を
送
っ
た
後
、
古
梶
清
和

副
会
長
の
閉
会
の
辞
で
懇
親

会
を
締
め
く
く
り
散
会
と
な

っ
た
。

�

（
堀
内
行
雄　

整
52
回
）

　

さ
る
10
月
20
日
に
慶
應
連

合
三
田
会
大
会
が
日
吉
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
催
行
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
共

に
讃
え
ん
社
中
の
絆
」
で
し

た
。
前
週
末
の
台
風
接
近
が

嘘
の
よ
う
に
晴
れ
、
来
場
者

数
も
２
万
２
千
人
を
超
え
る

大
盛
況
で
し
た
。

　

医
学
部
卒
業
生
と
し
て

は
、
連
合
三
田
会
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
「
救
護
部
会
」
と
し

て
卒
後
30
年
目
の
佐
々
木
淳

一
救
急
部
教
授
を
中
心
と
し

た
68
回
生
の
メ
ン
バ
ー
と
、

三
四
会
後
援
の
イ
ベ
ン
ト
／

模
擬
店
な
ど
「
イ
ベ
ン
ト
部

会
」
と
し
て
70
回
生
（
卒
後

28
年
目
で
今
年
の
連
合
三
田

会
大
会
執
行
部
と
小
中
高
で

同
期
）
の
各
務
宏
先
生
を
中

心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
、
さ
ら

に
赤
倉
山
荘
模
擬
店
で
は
三

四
会
赤
倉
山
荘
運
営
委
員
会

と
Ｋ
Ａ
Ａ
の
学
生
委
員
が
大

活
躍
し
、
医
学
部
の
プ
レ
ゼ

ン
ス
を
高
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

三
四
会
後
援
の
イ
ベ
ン
ト

／
模
擬
店
と
し
て
は
、
①
恒

例
と
な
っ
た
「
医
学
部
講
演

会
」、
②
毎
年
大
人
気
の

「
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
セ
ミ

ナ
ー
」、
③
家
族
連
れ
に
大

人
気
の
「
ド
ク
タ
ー
に
挑
戦

コ
ー
ナ
ー
」、
④
慶
應
義
塾

赤
倉
山
荘
模
擬
店
の
４
つ
の

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
1
年
を
通
じ
て
準
備
を

行
い
、
当
日
も
忙
し
く
楽
し

ん
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関

係
各
位
に
、
心
か
ら
感
謝
い

た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

塾
生
注
目
！
来
年
も
10
月

第
３
日
曜
日
（
２
０
２
０
年

10
月
18
日
）
に
日
吉
キ
ャ
ン

パ
ス
に
て
開
催
さ
れ
る
の
で

あ
る
！
ぜ
ひ
皆
で
集
い
、
と

て
も
楽
し
く
、
懐
か
し
い
一

日
を
過
ご
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
！

【
救
護
部
会
】

【
慶
應
義
塾
赤
倉
山
荘
模
擬
店
】

【
医
学
部
講
演
会
】

【
医
学
部
イ
ベ
ン
ト
】

　

は
じ
め
に
、
当
日
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
2
万
1
千
人

を
超
え
る
多
く
の
来
場
者
が

あ
り
ま
し
た
が
、
重
大
な
救

護
活
動
が
必
要
な
事
案
の
発

生
は
な
く
、
無
事
に
救
護
部

会
と
し
て
の
活
動
が
終
え
ら

れ
ま
し
た
こ
と
を
報
告
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

今
年
の
救
護
部
会
の
人
員

構
成
は
、
部
会
長
を
68
回
の

佐
々
木
が
担
当
し
、
副
部
会

長
を
68
回
の
深
川
和
己
君
、

山
岸
敬
幸
君
、
渡
邊
宏
治
君

と
い
う
３
名
、
さ
ら
に
68
回

（
１
３
０
回
）
と
し
て
医
学

部
12
名
・
厚
生
女
子
学
院
15

名
、
78
回
（
１
４
０
回
）
と

し
て
医
学
部
８
名
・
看
護
医

療
学
部
７
名
、
88
回
（
１
５

０
回
）
医
学
部
７
名
が
参
集

し
、
総
勢
56
名
の
チ
ー
ム
で

救
護
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
ま
だ
新
日
吉
記
念

館
が
竣
工
し
て
い
な
い
た

め
、
昨
年
同
様
に
主
た
る
式

典
等
は
日
吉
会
堂
（
慶
應
義

塾
高
等
学
校
）
を
使
用
す
る

変
則
開
催
で
し
た
。
こ
の
た

め
、
昨
年
開
催
時
（
１
２
９

回
運
営
）
の
経
験
等
を
参
考

に
し
て
、
救
護
部
会
と
し
て

の
体
制
を
再
検
討
し
ま
し

た
。
約
1
年
間
の
検
討
・
準

備
を
行
い
、
効
率
的
な
救
護

活
動
を
行
う
た
め
に
、
救
護

本
部
（
日
吉
保
健
管
理
セ
ン

タ
ー
）
に
加
え
、
卒
後
50
年

用
控
室
を
使
用
し
主
イ
ベ
ン

ト
会
場
で
あ
る
日
吉
会
堂
へ

の
対
応
も
可
能
な
接
待
部
会

兼
用
高
校
内
教
室
、
人
通
り

が
最
も
多
い
並
木
坂
上
案
内

所
横
、
最
大
の
飲
食
・
休
憩

ス
ペ
ー
ス
に
隣
接
し
た
第
4

校
舎
前
の
合
計
4
カ
所
の
救

護
所
を
設
置
し
運
営
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
熱
中
症
、
飲
酒
対

策
と
し
て
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ

ー
タ
ー
配
布
を
兼
ね
て
、
会

場
内
見
回
り
監
視
隊
に
同
行

し
、
来
場
者
へ
の
注
意
喚

起
、
要
救
護
者
の
発
見
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
例

年
同
様
に
多
大
な
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
日
吉
保
健
管
理

セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
救
急
医
学

�

佐
々
木
淳
一　

68
回
）

　

医
学
部
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
70
回
が
「
ブ
ラ
ッ
ク
ジ

ャ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
」「
ド
ク

タ
ー
に
挑
戦
！
」
を
担
当
し

ま
し
た
。「
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ

ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
」
は
企
業
共

催
に
よ
る
子
供
向
け
手
術
体

験
セ
ミ
ナ
ー
で
、
外
科
学
教

室
の
全
面
協
力
の
も
と
、
80

回
外
科
チ
ー
ム
が
約
50
名
の

指
導
に
当
た
り
ま
し
た
。
２

５
０
名
近
い
応
募
の
約
５
倍

の
大
変
な
人
気
で
、
本
格
的

な
外
科
学
体
験
は
、
子
供
の

み
な
ら
ず
ご
父
兄
も
大
変
満

足
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
名
称

変
更
予
定
も
あ
り
ま
す
が
、

外
科
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え

る
機
会
と
し
て
継
続
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

「
ド
ク
タ
ー
に
挑
戦
！
」

も
子
供
向
け
医
療
体
験
型
イ

ベ
ン
ト
で
、
救
急
医
学
教

室
、
医
学
教
育
統
括
セ
ン
タ

ー
、
看
護
部
、
Ｋ
Ａ
Ｐ
Ｐ

Ａ
、
協
賛
企
業
の
協
力
の
も

と
、
救
命
救
急
、
血
圧
測

定
、
内
視
鏡
、
眼
科
手
術
、

脳
血
管
内
手
術
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
型
の
心
肺

蘇
生
な
ど
実
生
活
で
も
役
立

つ
体
験
も
あ
り
、
子
供
た
ち

２
０
０
名
以
上
と
そ
の
ご
父

兄
に
参
加
い
た
だ
き
、
ス
タ

ッ
フ
も
休
み
な
し
と
い
う
う

れ
し
い
悲
鳴
の
中
、
医
療
の

重
要
性
を
実
感
し
て
い
た
だ

け
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

医
学
部
の
イ
ベ
ン
ト
参
加

は
10
年
未
満
で
す
が
、
着
実

に
根
付
い
て
き
て
い
ま
す
。

ご
協
力
、
ご
支
援
い
た
だ
い

た
三
四
会
の
先
生
方
、
関
係

者
皆
様
の
お
か
げ
で
あ
り
、

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
お
手
伝
い
い
た
だ

い
た
70
回
の
同
期
に
深
く
感

謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
他
部

門
同
様
、
医
学
部
も
10
年
ご

と
の
代
と
協
力
し
て
い
く
体

制
も
社
中
の
絆
を
深
め
る
た

め
に
良
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
来
年
も
三
四
会
会
員
の

皆
様
お
よ
び
ご
子
息
様
の
多

数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

（
脳
神
経
外
科

�

各
務　

宏　

70
回
）

　

今
年
の
講
演
会
「
医
学
部

発
！
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
」
は
、
午
後
１
時
よ
り
独

立
館
で
開
催
さ
れ
た
。
講
師

の
窪
田
良
君
（
70
回
、
眼

科
）
と
、
佐
竹
晃
太
君
（
86

回
、
呼
吸
器
内
科
）
は
、
医

療
系
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
創
立
者

で
あ
る
。
窪
田
君
は
慶
應
義

塾
高
等
学
校
か
ら
塾
医
学
部

に
進
学
。
虎
の
門
病
院
眼
科

に
勤
務
後
、
ア
メ
リ
カ
の
ワ

シ
ン
ト
ン
大
学
（
シ
ア
ト
ル

市
）
に
留
学
し
た
。
留
学
中

に
、
世
界
か
ら
失
明
を
撲
滅

す
る
た
め
、
２
０
０
２
年
に

Acucela Inc

を
設
立
し
た
。

そ
の
後
、
東
証
マ
ザ
ー
ズ
に

新
規
上
場
し
、
眼
科
難
病
に

対
す
る
新
薬
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
に

よ
る
人
類
の
火
星
探
査
計
画

を
目
標
に
、
超
小
型
眼
科
診

断
装
置
の
開
発
を
進
め
て
い

る
。

　

佐
竹
君
は
桐
朋
高
校
か
ら

塾
医
学
部
に
進
学
し
、
卒
業

後
は
日
本
赤
十
字
医
療
セ
ン

タ
ー
呼
吸
器
内
科
に
勤
務
し

た
。
卒
後
６
年
目
に
中
国
で

経
営
学
修
士
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）、

翌
年
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
ン
ズ

・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
で
公
衆

衛
生
学
修
士
号
（
Ｍ
Ｐ
Ｈ
）

を
取
得
し
た
。
米
国
留
学
中

に
出
会
っ
た
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
で
治
療
が
で
き
る
」
こ
と

に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
２
０
１

４
年
に
㈱
キ
ュ
ア
・
ア
ッ
プ

を
創
業
。
ヨ
ッ
ト
部
の
後
輩

に
あ
た
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
に
詳
し
い
、
鈴
木
晋
君

（
89
回
）
を
最
高
開
発
責
任

者
と
し
て
迎
え
た
。
そ
の

後
、
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
、
高

血
圧
、
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂

肪
肝
の
患
者
の
生
活
習
慣

を
、
ア
プ
リ
で
変
え
る
臨
床

試
験
を
進
め
て
い
る
。

　

講
演
参
加
者
か
ら
失
明
を

防
ぐ
新
薬
へ
の
期
待
、
医
療

機
器
の
価
格
を
抑
え
る
提

案
、
優
れ
た
人
工
知
能
ア
プ

リ
と
医
療
者
の
役
割
分
担
な

ど
に
つ
い
て
、
積
極
的
な
質

問
が
出
さ
れ
た
。
連
合
三
田

会
本
部
、
他
学
部
か
ら
も
多

く
の
参
加
者
を
迎
え
、
医
療

系
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
対
す
る
関

心
の
高
さ
が
伺
え
た
。

�

（
宮
川
義
隆　

内
70
回
）

　

今
年
も
例
年
通
り
、
並
木

道
に
「
慶
應
義
塾
赤
倉
山
荘

ブ
ー
ス
」
を
設
営
・
運
営
致

し
ま
し
た
。
三
四
会
の
多
大

な
る
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
赤

倉
山
荘
実
行
委
員
・
慶
應
赤

倉
ア
カ
デ
ミ
ー
（
Ｋ
Ａ
Ａ
）

の
学
生
委
員
と
一
緒
に
、
妙

高
高
原
を
宣
伝
す
べ
く
子
供

達
に
大
人
気
の
観
光
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
ミ
ョ
ー
コ
ー
さ

ん
」
も
登
場
し
て
名
物
の
温

泉
饅
頭
を
塾
員
に
皆
さ
ん
に

お
配
り
し
ま
し
た
。

　

例
年
は
午
前
中
の
早
い
時

間
帯
に
配
り
終
わ
っ
て
し
ま

う
温
泉
饅
頭
を
、
今
年
は
午

後
か
ら
の
参
加
や
帰
り
道
に

赤
倉
山
荘
ブ
ー
ス
に
立
ち
寄

っ
て
頂
く
塾
員
の
方
々
の
た

め
に
確
保
し
て
お
き
配
り
ま

し
た
。
ま
た
3
年
前
か
ら
ブ

ー
ス
を
飾
る
色
と
り
ど
り
の

風
船
を
、
将
来
の
塾
員
に
な

る
で
あ
ろ
う
お
子
様
達
に
配

り
大
好
評
で
し
た
。

　

創
立
時
の
赤
倉
山
荘
に
宿

泊
さ
れ
た
経
験
の
あ
る
塾
員

の
方
々
か
ら
は
、
パ
ネ
ル
に

貼
ら
れ
た
夏
と
冬
の
赤
倉
山

荘
や
野
尻
湖
・
妙
高
山
の
風

景
を
ご
覧
に
な
り
な
が
ら
昔

話
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

毎
年
３
月
の
最
初
の
週
末

に
開
催
さ
れ
る
恒
例
の
「
赤

倉
山
荘
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
ツ
ア
ー
」
は
、
２
０
２

０
年
３
月
６
日
（
金
）
〜
８

日
（
日
）
で
す
。
７
日

（
土
）
か
ら
の
途
中
参
加

（
１
泊
）
や
日
帰
り
参
加
も

大
歓
迎
で
す
。
三
四
会
員
と

ご
一
緒
に
塾
員
の
皆
さ
ん
も

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ふ
る
っ

て
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

（
赤
倉
山
荘
実
行
委
員

�

中
道　

司　

67
回
）

三四会員専用
勤務医師賠償責任保険・団体募集のご案内

割引
15％
適用
　本年も三四会員専用の勤務医賠償責任保険の募集を行います。
　本新聞に同封の商品パンフレットをご参照頂き、パンフレット挟み
込みの加入依頼書に必要事項をご記入頂き、同封の返信用封筒にて㈱
慶應学術事業会宛１月15日（水）迄にご送付ください。
　本制度は三四会員のみ加入可能で、ご加入されると日本国内全ての
医療機関にご勤務中、万が一の医療事故に対して補償がされます。
　尚、2020年４月１日より、従来の補償に加えて新たに「刑事弁護士
費用担保」が、現行の掛け金（＝保険料）のままで追加されます。
　本補償は、従来まで補償対象外となっていた、医療事故により刑事
訴追を受けた際に生じる弁護士費用・訴訟費用を補償するものです。
具体的には、日本国内で行った医療業務に起因して業務上過失致死傷
罪の疑いで送検された場合等に適用されます。詳細は同封のパンフレ
ットをご参照下さい。
　皆様の勤務先の医療機関でも病院としての賠償責任保険に加入して
いる事が殆どですが、昨今の医療事故では、医療機関のみならず事故
に関係する医師個人が直接訴えられるケースが増えてきています。医
師個人が訴えられた際には、医療機関が手配している保険では対象と
なりません。

　また、臨床研究や再生医療に関し
ては、医療機関が通常手配している
賠償責任保険では対象にならないた
め、その様な研究・医療に参画され
る際には、本制度により確実に補償
をご手配される事が必要です。
　既に他の同種補償にご加入されて
いても、本制度にご加入頂く事は可
能です。重複してご加入された際に
は、既存の補償と合算され、既存の
契約が満期を迎えるまでの間は一時
的に補償額が大きくなりますが双方
共に有効な補償となります。
　つきましては、三四会員専用の勤
務医師賠償責任保険に奮ってご加入
頂きますようご案内申し上げます。
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三四会全国支部長会開催令 和
元年度


